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ポ
リ
オ
は
、ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
が
口
か
ら
入
り
、の
ど
や
腸
内

で
増
殖
す
る
感
染
症
で
す
。
９
割
以
上
の
人
は
症
状
が
な
く

（
不
顕
性
感
染
）、４
〜
８
％
の
人
は「
か
ぜ
様
症
状（
発
熱
、頭
痛
、

嘔
吐
な
ど
）」が
現
れ
ま
す（
表
1
）。

　

し
か
し
、ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
が
腸
で
は
な
く
、脊
髄
や
脳
へ
到
達

す
る
と
、そ
の
部
分
の
細
胞
が
破
壊
さ
れ
ま
す
。
脊
髄
の
運
動
神
経

（
脊
髄
前
角
細
胞
）は
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
に
障
害
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、麻
痺
の
症
状
を
起
こ
し
ま
す（
図
2
）。
特
に
５
歳
未
満
の
子

ど
も
は
本
疾
患
に
か
か
り
や
す
い
の
で
、「
小
児
麻
痺
」と
も
呼
ば

れ
ま
す
が
、子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
の
ポ
リ
オ
も
あ
り
ま
す
。

　

１
９
６
０
年（
昭
和
３５
年
）、日
本
で
は
、北
海
道
を
中
心
に

全
国
で
５
千
６
百
人
以
上
が
ポ
リ
オ
を
発
症
す
る
と
い
う
大
流

行
が
あ
り
、発
症
し
た
人
の
８
〜
１２
％
が
死
亡
し
ま
し
た
。

　

翌
年
、当
時
の
日
本
政
府
は
、生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
緊
急
輸

入
し
、１
千
３
百
万
人
を
超
す
小
児
に
投
与
し
た
こ
と
で
、ポ
リ

オ
の
流
行
は
終
息
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、１
９
６
４
年
か
ら
は
国
産
の
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

２
回
投
与
に
よ
る
定
期
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

１
９
８
０
年
以
降
は
野
生
株
に
よ
る
ポ
リ
オ
患
者
は
報
告
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、世
界
全
体
で
は
、今
も
な
お
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
が
排

除
さ
れ
て
い
な
い
国
が
あ
り
ま
す
。
海
外
か
ら
の
輸
入
感
染
を

防
ぐ
た
め
に
も
、ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
が
大
切
で
す
。

　

海
外
で
は
接
種
す
る
こ
と
の
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
が
、日
本
で

は
接
種
で
き
な
い
、と
い
う「
ワ
ク
チ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
」が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
で
は
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
は
改
善
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、予
防
接
種
法
に
基
づ
く
予
防
接
種
を「
定
期
接

種
」、そ
れ
以
外
を
通
称「
任
意
接
種
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
近
年

「
ワ
ク
チ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
」を
解
消
す
べ
く
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
定
期
」で
は
な
く「
任
意
」の
位
置
付
け

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
待
望
の
夏
休
み
で
す
。
こ
の
季
節
は
、暑
さ
で
食
欲

不
振
に
な
っ
た
り
、夜
更
か
し
で
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
時
、い
わ
ゆ
る「
夏
か
ぜ
」に
か
か
り
や
す
く
な
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
「
か
ぜ
」は
冬
に
か
か
る
病
気
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、「
か
ぜ
」

の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
は
２
０
０
種
類
以
上
あ
り
、そ
の
中

に
は
、夏
の
暑
さ
と
湿
気
を
好
む
ウ
イ
ル
ス
も
い
ま
す（
図
3
）。

　

こ
の
よ
う
に
、一
口
に「
か

ぜ
」と
い
っ
て
も
そ
の
原
因

は
様
々
で
あ
り
、こ
れ
ら
を

完
全
に
予
防
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。

　
「
か
ぜ
」に
か
か
り
に
く

く
す
る
た
め
に
は
、手
洗
い

う
が
い
を
基
本
と
し
、規
則

正
し
い
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を
常
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、５
月
２３
日
、厚
生

労
働
省
予
防
接
種
部
会
に
お

い
て
、「
定
期
接
種
」に
図
4

の
７
ワ
ク
チ
ン
が
追
加
さ
れ

る
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま

り
、今
後
、国
会
審
議
等
を
経

て
、法
制
度
の
改
正
と
な
る

見
通
し
で
す（
来
年
度
以
降

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）。

　

も
ち
ろ
ん
、法
改
正
が
正
式

に
行
わ
れ
る
前
で
も
、こ
れ
ら
疾
患
の
ワ
ク
チ
ン
は
す
べ
て
感
染

症
予
防
の
た
め
大
切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

予
防
で
き
る
感
染
症
は
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

わ
が
国
に
は
、現
在
も
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
平
成
１４
年
か
ら
の
１０
年
間
で
、５７
人
の
発
症
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、子
ど
も
で
は
、平
成
１８
年
以
降
６
人
が
発
症

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
脳
炎
に
特
異
的
な
治
療
法
は
な
く
、ワ
ク
チ
ン

に
よ
る
予
防
が
最
も
大
切
で
す
。　
　

　

日
本
脳
炎
は
、コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ（
蚊
）に
よ
り
媒
介
さ
れ
、

日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
生
じ
る
感
染
症
で
す
。
ア
ジ
ア
で
広

く
流
行
し
て
い
る
病
気
で
、毎
年
、３
万
５
千
〜
５
万
人
の
患
者

が
発
生
し
て
お
り
、１
万
〜
１
万
５
千
人
が
死
亡
し
て
い
る
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
脳
炎
は
、感
染
し
て
も
症
状
が
現
れ
な
い（
不
顕
性
感
染

と
い
い
ま
す
）ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、発
病
し
た
場
合
は

致
死
率
が
高
く
、特
に
幼
児
や
高
齢
者
の
死
亡
率
が
高
い
と
い

わ
れ
、深
刻
な
後
遺
症
を
残
す
こ
と
も
あ
り
ま
す（
図
1
）。

ワ
ク
チ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
に
向
け
て

【主な感染症がはやる季節】

一般的な流行時期をご紹介しますが、流行する時期は地域によって異なります。
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感染性胃腸炎（ノロ）

ヘルパンギーナ

手足口病

咽頭結膜熱（プール熱）

溶連菌感染症

突発性発しん

麻しん

風しん

みずぼうそう

おたふくかぜ

インフルエンザ

感染性胃腸炎（ロタ）

ヘルパンギーナ、
手足口病の季節です。

ピーク時 通年

7
月
1
日（
日
）

監修：川崎医科大学小児科学
　　  教授 中野 貴司 先生
平成24年夏号のトピックス
● 予防が大切、日本脳炎
● ポリオ（急性灰白髄炎）という病気
● 夏のかぜ、冬のかぜ
● ワクチンギャップの解消に向けて

田
辺
三
菱
製
薬
株
式
会
社

大
阪
市
中
央
区

北
浜
2
ー

6
ー
18

発行所

田辺三菱製薬株式会社夏　号 No.3 平成24年（2012）7月1日（日曜日） ワクチン新聞

ワ
ク
チ
ン

新
　
聞

平成24年
（2012）

平成24年 夏号

Vaccine
News

7
月
6
日
は「
ワ
ク
チ
ン
の
日
」　
1
8
8
5
年
の
こ
の
日
、フ
ラ
ン
ス
人
科
学
者
ル
イ
・

パ
ス
ツ
ー
ル
博
士
が
開
発
し
た
近
代
ワ
ク
チ
ン（
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
）が
、9
歳
の
少
年

ジ
ョ
セ
フ
・マ
イ
ス
タ
ー
君
に
接
種
さ
れ
ま
し
た
。

● 子宮頸がん予防ワクチン
● インフルエンザ菌b型（ヒブ）ワクチン
● 小児用肺炎球菌ワクチン
● 水痘ワクチン　
● おたふくかぜワクチン
● B型肝炎ワクチン
● 成人用肺炎球菌ワクチン

● アデノウイルス・ ・ ・ 咽頭結膜熱
● エンテロウイルス・ ・ ・ ヘルパンギーナ、手足口病

「夏のかぜ」代表例

「冬のかぜ」代表例
● インフルエンザウイルス（Ａ型、Ｂ型等）
● RSウイルス
● コロナウイルス
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ポリオウイルスの臨床病型表1

ポリオ（急性灰白髄炎）の症状図2

夏のかぜと冬のかぜ例図3

「定期接種」が検討されているワクチン図4
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